
定圧式消火器の開発について
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初期から終了まで一定の適正圧力で放射する。その概

要は第1図のとおりである。

lt1/応体

'粛火蕪昔前

ガス発生の化学反応式は，次のとおりである(消火

器内容積3.eを使用した場合〉。
(1) ガス発生剤

士(CHOHC∞H)寸NaHC03
(37. 5 g) + (42 g ) 

→~(CH(OH)C∞N叫+~H20+J-C02 ↑4 ，---， ---， ------'0'  2 --0- ， 2 

(48. 5 g ) + (9 g)+ (22 g) 
ガス発生器内で上記化学反応が行なわれ.22g， 

11. 2.e (0 oC. 1 atm)の炭酸ガスが発生する。
(2) 発熱剤 (ガス発生抑制剤)

定圧式消火器概要図

ガス発生方式

第1図
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大地震が発生すると，同時多発火災によって，人の

生命，身体，財産等に大きな損害が生じることが予想

されている。そこで，震災時はもとより平常時におい

ても，地域住民による初期消火を期待するところが大

きい。この初期消火に使用される大部分は消火器具で

あるところに，消火器具の果たす役割りが非常に大き

なものがある。

従来の消火器は，蓄圧式あるいは加圧式等のいずれ

も放射初期に圧力が高く ，放射終了時には圧力が低く

なる特性を有しているため，消火薬剤が有効に放射さ

れない面があって，消火効率の低下をもたらしてい

る。さらに初期圧力が高いため，容器の耐圧性，気密

性が高く要求され，その結果と して重量増加や価格の

上昇にもつながるものと考えられる。

そこで，当研究室では，蓄圧式消火器の基礎研究

(消防科学研究所報第9号参照〉を進めた結果，消火

薬剤を有効に放射させるためには，放射初期から終了

まで，一定の圧力で放射するのが最も効果的であると

の結論を得た。 このたび，この定圧放射について研究

を進め，放射初期から終了まで適正な圧力で放射でき

る定圧式消火器を開発したので報告する。

なお，定圧式消火器の放射圧力等の仕様を決定する

に当って，ノズル口径，ノズル圧力等を変えてそれぞ

れの放射性状とA.B火災に対する消火効果の実験を

予備的に行なったので， その結果も合せて記載する。
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定圧式消火器は，ガス発生剤と単位時間当りのガス

発生量を一定に制ぎょする抑制剤を，容器内に組込ん

だものである。これら薬剤をワンタッチで混合すると

化学反応を開始し，発生したガスが消火薬剤jを，放射

第三研究室長
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H20 

Fe+K2S2Ua→ FeSu.+ K2Su. 

上記化学反応が.(1)に示したガス発生反応の進行

に対して負触媒となり，単位時間当り一定量の炭酸

カ'スを供結するものである。

(3) ガス発生器概要図

ガス発生器概要因を第2図に示す。
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第2図 ガス発生器概要図

4. 予備実験結果

(1) 各ノズルにおけるノズル圧力と射程・放射量と

の関係

ノズルの仰角を30度に設定し， ノズル口径2.7.

3.0. 3.5凹悼を使用した場合における ノズル圧力と

射程，放射量の関係を実験した。結果は第 1表のとお

りである。

第1:表 各ノズルにおける庄力と射程・放射量の関係

ノズノレ口径|容器内圧力 |射 程 |放射量
(m吋) I (kg/cm2) I (m) I (ml/sec) 

1 9 
2 10 83 

2. 7 3 10 107 
4 10 123 
5 9 140 

1 9 86 
2 10 115 

3.0 3 10 135 
4 10 155 
5 11 165 

1 10 85 
2 10 123 

3.5 3 10 159 
4 11 175 
5 11 203 

摘
|射程は，放射流の落下した分布の中心
要|までの距離とした。

とから比較して，十分初期消火の用に供せられる。

しかし，圧力によって放射流のサチレートが異なる

ため，ノズル口径，放射量等については，消火効果

の実験を行ない決定する必要がある。

(2) 消火実験

(A-l消火実験〉

消火実験には，強化液と水を使用し， ノズル口

径，ノズル圧力は前記実験(1)および消防科学研究所

報第9号の検討結果から，ノズル口径2.7.3.0mmゆ

を使用し，圧力は3. 4 kg/cm2の各定圧で行なった。

消火方法は，A-lクリ ープの三方向からのみ放射を

行ない，消火能力の比較を行なった。結果は，第2

表のとおりである。

第2表 A一1消火実験結果表

ノズル ノズル圧
剤量消火の薬別
消炎時
放間(s射ec時〉

再燃の
No 
(口皿径φ) 力(均/cm2) 間(sec) 有無

1 3.0 
3強c3化液

5 27 
2 3.0 4 2) 3 25 なし
3 3.0 4 4 26 
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A-l消火実験の結果，消火剤jに強化液を使用した

場合には，上記ノズル口径およびノズル圧力では，

すべて所定の時間で完全消火し，再燃しなかった。

しかし水を使用すると 3田中2回再燃した。したが

って，A-lの模型火災に対しては，強化液3.eを使
用しノズル口径2.7mm世あるL、は3.0mmφ， ノズル圧

力は 3. 41屯/cm2のいずれでも十分消火効果を発揮

できる。

(B-l消火実験〕

本実験においては， ノス〉レ口径3.0mm仇 ノズル

圧力2~ 5 kg/cm2の各定圧で，強化液3.eを用いて
B-lに対する消火実験を行なった。結果は，第3表

のとおりである。

この実験結果を，各ノズル圧力ごとの実験回数に

対する消火可能の比率としてみると，第4表のとお

実験の結果，射程はノズル圧力，ノ ズル口径によ りになる。

りそれほど大きな差はなく，いずれも 9m以上あ したがって，強化液を使用した場合は，ノズル圧

り，約40m'の正方形の部屋では対角線方向に放射可 力が高いほど消火しやすくなる傾向にある。これ

能である。市販の消火器の射程が 7~8mであるこ は，強化液を使つてのB火災の消火が，消火薬剤に

( 27 ) 



上あれば，B-1の消火能力を有するものとみること

ができる。

定圧式消火器の特性

(1) 放射時における圧力変化と時間の関係

予備実験の結果から，定圧式消火器のノズル口径

を3.0醐ゆとし，容器内圧力(以下内圧力という〉を

3.0同jcm2となるようにガス発生剤を調整して放射

実験を行なった。その一例を示すと第3図のように

なる。

実験条件

8 
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測定器

動歪測定器(共和DPM-1-DT)

圧力変換務(共和PG101沼/αn2型)

ノズル 3mmφ 

強化液 3 .e 
酒石酸溶解水 160ml
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B-lの消火実験結果第3表
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この第3図からみると，ガス発生fi1Jの反応開始後

3 secで内圧力は2kgjcm2， 5 secで約3同/αn2にな

り， この状態を持続して 30sec後に 2.7均jcm2とな

る。 すなわち， 放射後 5sec~30sec の25sec 聞の内

圧力は，わずか0.3kgjcm2の変動しかなく， 非常に

安定した放射性能であるといえる。また，これを蓄

圧式消火器の内圧力の変化と比較する と，定圧式消

火器の安定性が容易に理解される。

なお，第3図の放射終了後の内圧力の急激な低下

は， 消火薬剤の放射が終って，容器内に蓄圧された

炭酸ガスが放射されたことによるものである。

(2) 発生ガス量

定圧式消火器の全放射時間を， A-l， B-1消火実

験の結果を検討して 25secとし， 全放射量を 3.eと.

消火実験の消火可能の割合
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よる燃焼反応の負触媒効果より，むしろ高い圧力と

単位時間当りの多量の消火液で吹き消すような形態

をとるためである。

なお，B火災の消火実験は，消火者による消火要

領の慣れ不慣れの差が大きくみられた。このこと

は B火災に対する消火のテクニックが問題で，消

火技術等を体得すればさらに効率よく消火できるも

のと考えられる。

上記の結果から判断して，消火薬剤として強化液

を使用した場合は， ノズル圧力が最低2.5kgjcm2以

( 28 ) 
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すると，単位時間当りの平均放射量は 3.e /25sec 
=0.12.e /secとなる。
t sec後の発生カ'ス量は，次式から求めることが

できる。

発生ガス量

=c単位時間当り放射量 .e/secxt sec+0.2.e) 
1/同/e田 2XC P + l)kg/em2ー0.2.e

ただし j空気室 0.2.e 
l容器内圧力 Pkg/cm2 

いま，t sec C 5， 10， 15， 20， 25sec)後の内圧力

を5.(1)第3図から求め，上式に代入すると，放射量，

発生ガス量は第5表のようになる。

発生ガス量

t sec I P kl!:1叩 ZI I .eC累計)
5 2.76 

10 5.33 

15 7.7 

20 9.94 

25 11.64 

第5表より，放射終了時までの全発生ガス量は，

11. 64，eとなり， これは3.(1)カ'ス発生の理論式から
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第4図発生ガス量と放射時間

求めた発生カeス量ともほぼ一致する。

発生ガス量と放射終了までの時間との関係を第5

表よりグラフtこすると第4図のようになる。

第4閃からもわかるように，単位時間当りの発生

ガス量はほぼ一定しており，安定したガス量が供給

されている。その結果として，放射開始から終了ま

で一定圧力で消火液の放射が得られることになる。

6. 試作品の諸元性能

容器内容積 4 ，e 

有効内容積 3，e (充てん量〉

ノズル 3mmゆ

放射量 約120ml/sec

射程 9m 

放射時間 約25秒

ノズル圧力 2 . 5~3. 0kg/cm2 

7. 特 長

(1) ノスルからの放射圧力を約3kg/αn2のー定圧力

にできるため，放射性状が安定して消火効果が大き

し、。

(2) 消火器内に加わる圧力が最高3勾/cm2であり，

かつ常時は内圧力がかかっていないので，容器の耐

圧力を低くできる。

(3) 前(2)のため，容器重量が軽減できるので取扱い

操作が容易である。

(4) 低価格で，小型軽量な普及性の高い消火器とす

ることができる。

(5) 内圧力が低圧であるため，容器の使用材料，形

状，デザイン等は設置場所を考慮して自由に選ぺ

る。

8. おわりに

定圧式消火器は，当研究室の消火器等の基礎研究を

もとに研究試作したもので，おもに，ガス発生機構あ

るいはその信額性などについての研究を行な ってき

た。今回の試作実験の結果から，定圧式消火器の実効

性が確認されたものと考えている。今後は，実用化の

ための諸問題の解決に努め，特に 「消火器の技術上の

規格を定める省令」との関連性や，容器の材質，形状

等について研究を進め，消火性能にすぐれ，低価格の

定圧式消火器を完成したいと考えている。
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